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第３学年＊組数学科学習指導案

指導者 稲葉 恭子

１ 単元名 関数

２ 単元の目標

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通

して，関数 y = ax2 について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察するこ

とができる。

３ 単元の評価規準

４ 単元の指導について

(1) 教材について

関数領域は，小学校算数科「関数の考え」について，第１学年での「ものとものと

の対応」という形で関数の素地となる学習が始まっている。第４学年からは，身の回

りの事象の中から伴って変わる二つの数量の関係を見いだし，表や折れ線グラフを用

いて表したり，特徴を読み取ったりする学習を始め，第５学年で簡単な場合の比例の

関係を知ること，第６学年で比例の関係を理解し反比例の関係を知ることと，児童の

経験を基に学習を積み重ねてきた。さらに中学校数学科において，比例，反比例の関

係や一次関数についての理解を深め，関数関係を見いだし表現し考察する能力を養っ

てきた。

本単元では，これまでの学習を更に発展させ，比例，反比例，一次関数以外の代表

的なものとして，関数 y = ax2 を取り扱う。これまでの学習を生かして，表，式，グ

ラフを相互に関連付けながら関数の理解を一層深めたり，関数 y=ax2を用いて具体的

な事象を捉え説明したりしながら，活用する力を伸ばしていく。

(2) 生徒の実態について（平成27年＊月＊日実施，調査人数＊人）

本単元において育てたい活用する力について，実態調査を行った。与えられた条件

から関数の式を求めたり，変域や変化の割合を求めたりする知識・技能に関する問題
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は，＊人の生徒が正しく答えることができていた。また，長方形の辺上を点が動くこと

で現れる三角形の面積について，考え方に関する問題においても，同様に＊人の生徒が

答えることができていた。しかし，既習の関数関係に当てはまらない関数関係について

考える問題では，表，式，グラフなどを手立てとして正しく用いることができない生徒

は，＊人であった。既習の知識・技能を活用して未知の関数関係について正しく捉えた

り，既習の関数と照らし合わせて判断したりすることに課題があると考える。

今までの指導を振り返ると，その授業で活用する知識・技能を十分に把握しないこと

があったり，適用問題の結果に基づいた補充を十分に行うことができなかったりした。

また，１単位時間の授業の中での時間配分にも課題があった。そこで本単元では，活用

するための単元計画を立案し，活動内容を焦点化した授業を展開していくようにする。

(ｴ) 単元の指導計画（13時間扱い）

次 時 学習課題 評価規準〈評価方法〉 活用する知識・技能

１ １ 二つの正方形の中に潜む 具体的な事象の中のいろいろな関数関 ・関数関係の意味（１年）

関数関係を見いだし，ど 係について調べ，事象の中には関数 y ・比例，反比例（１年）

のような関数か調べよう。 = ax2として捉えられる二つの数量を見 ・一次関数（２年）

いだそうとしている。

（関）〈発言・ノート〉

２ 直角二等辺三角形ＡＰＱ y = ax2 で表される関数について，表， ・比例，反比例（１年）

の面積が変化する様子を 式で表すことができる。 ・一次関数（２年）

調べよう。 （技）〈ノート〉

３ y = x2 のグラフをかき， 関数 y = ax2 のグラフをかき，その特 ・座標（１年）

その特徴をまとめよう。 徴を表，式，グラフを相互に関連付け ・関数 y = ax2 の表と式（第

て理解している。 ２時）

（知）〈ワークシート〉

４ y = ２x2のグラフと y = x2 関数 y = ax2のグラフの特徴をa＞0のと ・関数 y = ax2 の表，式，グ

のグラフを，a の値に着 きの a の値に着目して調べることがで フ（第３時）

目して調べよう。 きる。 （技）〈ワークシート〉

５ y = －x2 のグラフと y = x2 関数 y = ax2のグラフの特徴を a＜0 の ・関数 y = ax
2

の表，式，グ

のグラフを比較し，aの符 ときの a の値に着目して調べ，グラフ ラフ（第４時）

号に着目してグラフの特 の特徴を式と関連付けて理解している。

徴をまとめよう。 （知）〈ワークシート〉

６ 関数 y = ２x2
で，x や y 関数 y = ax2

の値の変化の様子について ・関数 y = ax
2

のグラフ（第４，

の値が変化する様子をま 理解している。 （知）〈ノート〉 ５時）

とめよう。 ・一次関数（２年）

７ 関数 y = ２x2
の変化の割 関数 y = ax2

の変化の割合について特徴 ・一次関数（２年）

合について特徴をまとめ をまとめることができる。 ・変化の割合（２年）

よう。 （技）〈ノート〉 ・傾き（２年）

８ 具体的な場面で変化の割 変化の割合が具体的な事象の中では何 ・変化の割合（２年）

合が表していることを考 を表しているのか考えることができる。 ・速さ（６年）

えよう。 （考）〈ノート〉

９ x と y の値を基にして， x と y の値を基に，x と y の関係を表 ・比例，反比例（１年）

x と y の関係を表す式を す式を求めることができる。 ・一次関数（２年）

求めよう。 （技）〈ノート〉

10 関数 y = ax2
のグラフから，関数 y = ax2

のグラフから，対応する値 ・関数 y = ax2
のグラフ（第４，

対応や変域を求めよう。 を求めたり，変域を求めたりすること ５時）

ができる。 （技）〈ワークシート〉 ・比例，反比例（１年）

・一次関数（２年）

２ 11 いろいろな関数について これまで学習してきたものとは異なる ・比例，反比例（１年）

考えよう。 関数関係について，その特徴を表，グ ・一次関数（２年）
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ラフを相互に関連付けて考えることが

できる。 （考）〈発言・ノート〉

３ 12 身のまわりに起こる事象 具体的な事象から見いだした二つの数 ・関数 y = ax2の表，式，グラ

を，関数を用いて説明し 量の関係について，関数 y = ax2を用い フ（第３時）

よう。 て説明することができる。

（考）〈発言・ノート〉

13 図形を動かすときに現れ 図形を動かすときに現れる二つの数量 ・関数 y = ax2の表，式，グラ

本 る二つの数量の関係を， の関係について，関数を用いて説明す フ（第３時）

時 関数を用いて説明しよう。 ることができる。 ・比例，反比例（１年）

（考）〈発言・ノート〉 ・一次関数（２年）

５ 本時の指導

(1) 目標

図形を動かすときに現れる二つの数量の関係について，関数を用いて説明すること

ができる。

「おおむね満足できる」状況

移動し始めてから x 秒後に，図形が重なってできる部分の面積 y cm2について,表，

式，グラフを用いることで，０≦x≦４のときには関数 y ＝ ax2 の関係，４＜x≦８

のときには一次関数の関係であることを説明することができる。

(2) 準備・資料

ワークシート，補助シート，提示用直角二等辺三角形，適用問題

(3) 展開

学習活動・内容 指導上の留意点・評価

１ 本時の学習課題をつかむ。 ・直角二等辺三角形が動く様子を提示用に

(1) 学習問題から，学習課題を考える。 準備した図形で示し，学習問題への理解

左下の図のように，直角二等辺三角形 がスムーズにできるように配慮する。

ＡＢＣと長方形ＤＥＦＧが直線ℓ上に ・伴って変わる量はいくつも考えられるが，

並んでいる。 移動し始めてからの時間を x 秒後と表す

ことに統一し，本時では時間に伴って変

わる量に焦点化して考えることとする。

ℓ ・学習問題の中から時間に伴って変わる量

長方形を固定し，直角二等辺三角形を を複数考えることで，一方を変えればそ

秒速１cmで，点Ｃと点Ｅが重なる位置 れに伴ってもう一方が変わるという１対

から，点Ｃと点Ｆが重なる位置まで矢 １対応の関係について確認する。

印の方向に移動させるとき，時間に伴 ・生徒から出された伴って変わる量を，増

って変わる量について考えよう。 加するものと減少するものとに分けて板

・重なっている部分の面積 書し，変化の割合やグラフの傾きの特徴

・辺ＢＦの長さ を確認する。

・周の長さ ・生徒から出された伴って変わる量から重

(2) 学習課題をつかむ。 なる部分の面積を選び， x 秒後に図形が

図形を動かすときに現れる時間と面積 重なってできる部分の面積を ycm2とし，

の関係を，関数を用いて説明しよう。 面積の変化の様子を関数を用いて説明す
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２ 学習課題を解決する。 ることを課題とすることを確認する。

(1) 全体で見通しを立てる。 ・時間と面積の関係を調べるということは

・表やグラフを用いて，変化の様子を 具体的に何をすることなのか，全体で確

調べよう。 認し，解決の見通しを立てさせる。

・式を求めれば，関数の種類が分かる。・一定時間は自力解決の時間とし，これま

(2) 解決を図る。 での学習を基に解決を図るように促す。

・グラフから，０≦x≦４のときには, しかし，本時は時間と面積の関係をグラ

関数 y=ax2 の関係，４＜x≦８のとき フに表すことがねらいではないため，個

には一次関数の関係と考えられる。 人での解決が難しいと判断した場合，３

・式で表し，関数の種類を特定する。 人以下のグループを組み解決してもよい

０≦x≦４のとき y = x2 こととする。

４＜x≦８のとき y =４x－８ ・ペア学習を取り入れることで，必ず説明

３ ペア学習を取り入れ，図形を動かすと する機会を確保する。

きに現れる時間と面積の関係について互 ○評図形を動かすときに現れる二つの数量の

いに説明する。 関係について，表，式，グラフを用いて

・表やグラフを用いて説明する。 説明することができる。（発言の観察・

・式を求めて説明する。 ワークシート記述の分析）

４ 本時のまとめをする。 ・「おおむね満足できる」状況に達しなか

(1) 本時の学習を振り返る。 った生徒には，１秒ごとに図形が重なっ

(2) 適用問題で確認する。 ていく様子を示した補助シートを見せ，

左下の図のように，長方形ＡＢＣＤと 増え方が変化する点と，それがグラフで

台形ＥＦＧＨが直線ℓ上に並んでいる。 はどこに現れているのか考えることで解

Ｅ2cmＨ Ａ Ｄ Ｅ Ｈ Ａ Ｄ 決につなげる。

6cm 6cm ・本時のまとめでは，「おおむね満足でき

ℓ Ｆ 8cm ＧＢ 8cm Ｃ Ｆ Ｂ Ｇ Ｃ る」状況に達した生徒と，「十分満足で

長方形を固定し，台形を矢印の方向に， きる」状況に達した「事象と関連付けな

頂点ＧがＣに重なるまで移動させる。 がら説明する」生徒とを指名する。それ

線分ＢＧの長さを x cm とするときに重 により，事象と関連付けて説明すること

なってできる図形の面積を y cm2 とする の必要性に気付かせるようにしたい。

と，表やグラフは下のようになる。 ・適用問題では，解決に必要な表とグラフ

このとき，長さと面積の関係を，関数 は提示し，問題となる場面と表，グラフ

を用いて説明しなさい。 とを関連付けながら説明することができ

るかどうかに焦点化して出題する。


